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口永良部島から得られたジムグリの記録

A Record of Japanese Forest Ratsnake Euprepiophis conspicillatus (Squamata: Colubridae)
from Kuchinoerabujima Island, Kagoshima Prefecture

Toshihito IKE1 and Masayuki YAMAGUCHI2

　口永良部島は，屋久島の西方約 12㎞にある火山島
である。面積 38.04㎞ 2，周囲 49.67㎞で，最高点は標
高 657 ｍの古岳で，標高 626mの新岳では現在も活
発な火山活動が続いている。
　口永良部島からの陸生ヘビ類の記録について，鮫
島（1998）はシマヘビとアオダイショウの 2種を報
告した。その後，前之園・戸田（2007）が琉球列島
の両生類と陸生爬虫類の分布について，鮫島ら（2014）
が鹿児島県の陸生ヘビ類についての分布をまとめた
が，ともに同島に分布する陸生ヘビはこの 2種以外
には報告されていない。しかし，最近になって神林

ら（2017）が同島からシロマダラを採集して報告し
たことで，同島に 3種の陸生ヘビが分布することが，
新たに判明したところである。
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図2．口永良部島から得られたジムグリEuprepiophis conspicillatusの腹面

図1．口永良部島から得られたジムグリEuprepiophis 

conspicillatusの頭部
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　 今 回， 口 永 良 部 島 か ら 1 個 体 の ジ ム グ リ
Euprepiophis conspicillatusが採集された。このことで，
同島に 4種の陸生ヘビが分布することが確かめられ
たため，その記録について報告する。
　ジムグリが採集されたのは，2018 年 8 月 3 日午前
10 時頃，口永良部島本村の北側にある西の浜近くの
道路上であった。同島の山口正行が生体 1個体を発
見して採集した後，山口英昌氏を通じて鹿児島県立
博物館に送付された。鹿児島県立博物館に到着後に
測定したところ，全長 878mm，頭胴長 729mm，体重
148gであった。本個体は測定後に，70%エタノール
液浸標本にした（標本番号 RE01800002）。
　図 1，図 2に見られるように，本個体は頸部のくび
れがないことや，黒点が散在すること，腹部が一松
模様になっていることなどの特徴が，関（2016）を
はじめとする多数の文献の記載によく一致すること
から，ジムグリと同定した。
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